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ＪＲ水巻駅の素顔
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水巻

最
近
の
5
年
間
は
、
わ
ず
か
ず
つ

利
用
者
が
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

町
の
真
ん
中
に
あ
る
ー
Ｒ
水
巻
駅
。

昭
和
三
十
六
年
に
開
業
し
た
時
の
、
一

日
平
均
乗
客
数
は
わ
ず
か
に
百
五
十
九

人
、
上
下
各
九
本
の
列
挙
が
止
ま
る
だ

け
の
小
さ
な
駅
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
年
。
町
の
発
展
に
歩

調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
駅
の
利
用
者

は
飛
躍
的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

一
日
に
停
車
す
る
列
車
は
上
下
合
わ

せ
て
百
二
十
六
本
、
平
均
乗
客
数
も
三

千
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
や
町
の
大
動
脈
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
町
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
利
用
者
の
推
移

を
み
る
と
、
昭
和
六
十
年
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。
い
っ

た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
、
利
用
者
が
減
っ
た
の
か

Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
の
白
石
一
書
助
役
の
分

析
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
昭
和
六
十
三

年
の
「
Ｊ
Ｒ
東
水
巻
駅
」
の
開
業
で
約

一
割
の
利
用
者
が
減
っ
た
こ
と
。
次

に
、
昨
年
四
月
か
ら
高
尾
団
地
と
お
か

の
台
に
、
折
尾
駅
行
の
市
営
バ
ス
路
線

が
開
設
さ
れ
て
、
折
尾
駅
を
利
用
す
る

（

人
が
増
え
た
こ
と
。
三
番
目
に
、
折
尾

駅
西
口
の
整
備
に
よ
っ
て
通
勤
時
間
が

短
縮
さ
れ
た
た
め
、
快
速
が
停
車
す
る

折
尾
駅
の
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
、
お
も
な
原
因
の
よ
う
で
す
。

と
は
い
え
、
町
の
玄
関
口
で
あ
る
水

巻
駅
の
利
用
者
が
、
年
々
減
っ
て
い
る

の
は
気
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
水
巻
駅

を
利
用
し
な
い
で
、
折
尾
駅
を
利
用
す

る
人
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
利

用
者
に
と
っ
て
不
便
な
面
が
あ
る
か
ら

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
現
在
、
水
巻
駅
周
辺
の
整
備

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
基

本
構
想
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
果
た
し

て
ど
ん
な
プ
ラ
ン
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
。
赤
信
号
が
点
滅
し
は
じ
め
た
水
巻

靡
…
。
そ
の
素
顔
に
迫
っ
て
み
ま
す
。



7
時
か
ら
8
時
の
一
時
間
に

千
人
の
利
用
者
が
乗
り
込
む
。

水
巻
駅
の
朝
は
五
時
二
十
四
分
発
の

「
熊
本
行
」
で
始
ま
り
ま
す
。

下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
朝

の
ピ
ー
ク
は
午
前
七
時
か
ら
八
時
ま
で

の
一
時
間
で
す
。
上
下
合
わ
せ
て
十
本

の
列
車
が
止
ま
り
、
約
千
人
の
利
用
者

が
乗
り
込
み
ま
す
。
一
日
の
乗
客
の
三

分
の
一
が
こ
の
一
時
間
に
集
中
し
て
い

る
の
で
す
。
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て

ホ
ー
ム
に
駆
け
込
む
姿
が
、
毎
日
の
よ

う
に
見
ら
れ
ま
す
。

夕
方
の
ピ
ー
ク
は
午
後
五
時
か
ら
午

後
七
時
ま
で
で
す
。
列
草
が
着
く
た
び

に
家
路
を
急
ぐ
通
勤
・
通
学
客
が
、
ど

っ
と
降
り
て
き
ま
す
。

夜
に
な
っ
て
も
、
下
り
便
は
利
用
者

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
新
日
鉄
の
三
交

替
勤
務
の
人
や
、
赤
い
顔
し
た
ほ
ろ
酔

い
機
嫌
の
乗
客
な
ど
、
十
一
時
を
過
ぎ

て
も
十
人
以
上
が
降
り
て
き
ま
す
。

乗
客
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
約
二
千

人
は
、
定
期
券
の
利
用
者
で
す
。
通
勤

定
期
と
通
学
定
期
の
比
率
は
二
対
一
で

す
。
遠
賀
川
駅
や
折
尾
駅
で
は
、
通
学

定
期
の
方
が
多
い
の
で
す
か
ら
、
水
巻

駅
は
勤
労
者
の
駅
と
い
え
ま
す
。

線
路
の
南
か
ら
来
た
人
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

水
巻
駅
の
利
用
者
は
、
い
っ
た
い
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
疑
問
を
解
く
た
め
、
広
報
取
材

班
（
4
人
）
は
2
月
1
4
日
、
始
発
か
ら

正
午
ま
で
の
七
時
間
、
駅
の
改
札
口
で

「
ど
こ
か
ら
釆
ま
し
た
か
」
と
、
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
答
え
て
く

れ
た
の
は
千
二
百
四
十
九
人
で
す
。

結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
人

口
の
少
な
い
南
部
か
ら
の
利
用
者
が
、

北
部
の
約
二
倍
と
い
う
意
外
な
結
果
が

出
ま
し
た
。
北
部
か
ら
の
利
用
者
の
大

半
は
頃
末
や
机
の
人
で
し
た
。
お
か
の

台
や
猪
熊
、
高
松
団
地
の
人
た
ち
は
折

尾
駅
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
町
外
か
ら
の
利
用
者
は
芦
屋

町
と
中
間
市
の
人
が
大
半
で
し
た
。



4
人
の
う
ち
3
人
は

北
九
州
方
面
へ
の
利
用
者
で
し
た
。

次
に
取
材
班
は
「
ど
こ
ま
で
行
き
ま

す
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

も
前
閥
と
同
じ
千
二
百
四
十
九
人
が
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
降
り
る
駅
名
を
、

上
り
（
北
九
州
方
面
）
と
、
下
り
（
福

岡
方
面
）
に
分
け
て
み
る
と
下
の
グ
ラ

フ
に
な
り
ま
し
た
。
水
巻
駅
の
乗
客
の

四
人
の
う
ち
三
人
は
北
九
州
方
面
へ
の

利
用
者
で
す
。
北
九
州
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

Ｑ．上りですか、下りですか

行
先
の
ベ
ス
ト
4
は

「
黒
崎
」
「
小
倉
」
「
戸
畑
」
「
博
多
」

さ
ら
に
行
先
を
駅
名
ご
と
に
分
け
て

み
る
と
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

上
り
は
、
黒
崎
と
小
倉
へ
の
利
用
者

が
圧
倒
的
で
し
た
。
こ
の
二
つ
の
駅
だ

け
で
利
用
者
全
体
の
四
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
意
外
に
少
な
か
っ
た
の
は
折
尾

駅
で
す
。
学
園
都
市
「
折
尾
」
　
へ
の
通

学
に
は
、
市
営
バ
ス
や
東
水
巻
を
利
用

し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

次
に
下
り
の
内
訳
を
み
る
と
、
約
半

数
が
博
多
駅
へ
の
利
用
者
で
し
た
。
こ

れ
は
、
水
巻
駅
利
用
者
全
体
の
約
一
割

に
当
た
り
ま
す
。

水
巻
駅
の
利
用
者
は
、
時
間
帯
に
よ

っ
て
行
先
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
早

朝
は
戸
畑
、
八
幡
、
博
多
方
面
へ
の
利

用
者
が
多
く
、
午
前
九
時
を
過
ぎ
る
と

黒
崎
方
面
へ
の
利
用
者
が
大
き
な
割
合

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（



こんな意見が

寄せられました
●利用者アンケートの結果から　　　＝

ＪＲ水巻駅助役

白　石　一　吉さん

Ｊ Ｒでは、毎年、利用者のアンケート

を実施しています。その中で水巻駅につ

いて特に多かった要望を紹介しましょう。

1．南口を設置して欲しい
これは南部からの利用者の意見です。

現在の駅では列車の通過のたびに躍ｉ切で
遮断されるため、線路の南側にも改札口
を設置して欲しいという要望です。

2．トイレがきたない

水洗化されてないため、特に清掃には
気をつけています。

5．待合室がない
特に冬場は苦情が多いのですが、今の

駅舎では、スペースがありません。

4．バスの乗り入れを希望

駅前広場が狭いうえ、踏切と3号緑が
ネックになっています。北部からのバス
乗り入れが実現すれば、利用者が増える
ことは間違いないのですが…。

5．駐車場が少ない
現在6台分しかありません。駅周辺の

整備事業に期待しています。

5．地下道が暗くてきたない
照明器異を2か所増やしました。塗装

などを行い明るくします。

7．ホームの屋根が短い
下リホームから地下道に向かう途中が

切れています。雨の日は不便をおかけし

ています。

南
側
に
も
改
札
口
が
欲

水
巻
駅
の
最
大
の
欠
点
は
、
駅
舎
の

位
置
に
あ
る
の
で
す
。
駅
舎
は
国
道
三

号
線
と
鹿
児
島
本
線
に
挟
ま
れ
て
い
ま

す
。
三
号
線
と
踏
切
と
の
間
は
わ
ず
か

に
四
十
メ
ー
ト
ル
。
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

は
長
い
車
の
列
が
で
き
ま
す
。
遮
断
機

を
く
ぐ
り
抜
け
て
駅
へ
走
り
込
む
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
は
、
ど
こ
を
通
っ
て
来
る
の
か

取
材
班
は
2
月
1
5
日
、
利
用
者
の
ピ

ー
ク
時
に
あ
た
る
午
前
七
時
か
ら
八
時

ま
で
の
一
時
間
、
水
巻
駅
へ
向
か
う
人

の
流
れ
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
上
の
図
に
示
す
よ
う
に

踏
切
を
越
え
て
来
る
人
が
利
用
者
の
半

数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
東
側
の
道
路

を
抜
け
て
来
た
人
で
、
一
番
少
な
か
っ

た
の
は
三
号
線
を
越
え
て
来
た
人
で
し

た
。
（
歩
道
橋
の
利
用
者
は
十
人
）

東
側
か
ら
来
た
人
の
中
に
は
、
鹿
児

島
本
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
つ
て
来
た
人

が
八
十
七
人
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
線
路

の
南
側
か
ら
の
利
用
者
は
、
踏
切
を
越

え
た
人
に
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
つ
た
人
を
加

え
た
五
百
五
十
三
人
で
す
。
こ
れ
は
利

用
者
全
体
の
六
割
に
当
た
り
ま
す
。

利
用
者
の
多
い
南
側
に
改
札
口
が
な

い
　
ー
　
こ
の
こ
と
が
駅
周
辺
の
交
通
困

雑
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

駅
舎
の
位
置
は
ど
う
す
る
か
。
橋
上

駅
が
い
い
の
か
。
南
側
に
改
札
口
を
つ

く
る
の
か
。
ま
だ
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
号
線
と
踏
切
が
ネ
ッ
ク



くまごろう号」

水巻停車

2月㌘日、児童文庫「くまごろ

う号」が中央公民館に停車。童話
や紙芝居をくまごろう号に山積み
して、全国の子供に夢を運んだ本

村義雄さんを招き、「くまごろう
号　旅のつれづれ」というテーマ

で講演会が開かれました。
「人間にとって何が大切かを、

旅を通じて勉強させられました。

童話や紙芝居は、子供が大人の世

界をかいま見るや人生の門。です。
その入口を大切にしてやりたい。

読書活動を通して、情緒豊かな思
いやりのある子供を育てていくこ

とが大切。」と力説する本村さん。

講演の途中、何度か振り付けの入
った童謡をみんなで歌うなど、本

村さんのユニークな話に会場は盛
りあがりました。

2月15日、吉田保育園「ばら組」の
お友達は、卒業記念の色紙づくりに

挑戦しました。
材料の牛乳パックは水に漬け、ビ

ニールをはがしたあと、小さくちぎ

って、ミキサーでどろどろにしま
のり

す。「糊みたいやね－」と、ひらぐ

ちゆうすけくん。
す

紙はタライの中で漉きました。折

箱で作った枠を使って、一人ずつ交
替です。しろざいけんじくんは「水
の中でゆするのがおもしろいね」と

大満足。出来上った色紙には、「看

護婦さんになりたい」とか「サッカ
ー選手になりたい」と、みんなの夢

を書きました。
「立派にできましたよ」と担任の

豊沢敏江さん。作品は3月14日まで

中央公民館に展示しています。

牛乳バックで
色紙ができたよ

ワルツは
いかがですか

シルバー大学学習発表会

各地区の老人大学で学んだ成果

を発表しあう「シルバー大学学習

発表会」が2月15日、中央公民館
で開かれました。
午前中の講演に続いて、午後は

実践発表会です。遠賀町婦人会の

華やかな「国体踊り」のあと、直

鞍地区からヨガとフォークダンス
が披露されました。

「みなさんも一緒に踊りましょ

う」と司会者の呼びかけで、会場
からは約60人が飛び入り参加。「テ

ネシーワルツ」や「北国の春」が
流れ出して、まるでダンスホール

のようです。
「3曲踊ったら、足がガクガク

Ｌだしたま」と参加者の声。「熱心

な学習態度には感動しました」と
主催者もこコニコ顔でした。



冷たい水で毒へツ手やラさ！

空手スポーツ少年団「水巻武道会」の恒例の寒げいこが

2月10日、若松区の岩屋海岸で行われました。

この日は、例年にない暖かさとはいえ、2月の海はまだ
まだ凍えるほどの冷たさです。団員たちは準備体操の後、

浜辺で突きの基本練習をして体を温め、上半身裸になって
海へ入りました。

冷たい水をかけ合って体を慣らし、新入団員も一緒に円
陣を組んで「エイッ」「ヤーツ」と突きの練習。海からあ

がった後は、たき火の回りへ一目散。

それでも、子供はやっぱり風の子、裸のまま海岸を走っ
たり、再び海に入ったりして、20分間の寒げいこを元気に
こなしました。

手話劇で楽しい交流会

2月19日、中央公民館で町内のボランティアグループ
「ともしびの会・手話の部」による手話劇も白雪姫、が、

上演されました。

この催しは、中間市の手話の会を招いた初めての手話交
流会です。保育園児を含む13人のメンバーが、即席の衣装

で演技を披露。会場に集まった参加者を1時間半にわたっ
て釘付けにしました。
劇の後は、5人の保育園児がモミジのような手で、亀森

の熊さん、を手話合唱。途中から観客も加わり大合唱にな

りました。「とっても楽しかった。今度は中間市でやりた
い。ぜひ来てください。」と中間市手話の会の鐘井さん。

手話劇の楽しさを満喫したひとときでした。（あ）

おじいちゃんは弓軋ｌや！

「おっ、うまいぞ」「こりゃ負けられんぞ」－小雪の

ちらつく2月20日、伊左座小のゲートボールクラブと町ゲ
ートボール同好会が親善試合をしました。

「孫のような子供たちとプレイできて楽しいわ」と大事
びなのは、みずほ団地の坂田信子さん（77歳）。両チーム

は三つのコートに分かれて、2試合ずつ対戦しました。伊

左座小のベンチにはクラスメイトも応援にかけつけ、「が
んばれよ－」と熱い声援。

でも、対戦結果は5対1。実力はおじいちゃんたちがち
ょっぴり上でした。「春から練習してだいぶ上手になった

のに、やっぱり大人は強いなあ」と部長の福島章二郎君

（6年）はガックリでした。

悪風受けて、空中散歩

身を切るような風の2月祝日、遠賀川の河川敷で、親子
たこあげ大会が行われました。今年もユニークな作品が多

く、こうもりだこやカッパだこ、アンパンマンやスーパー

マリオも登場。中には世界情勢を反映して「地球を救おう
」だこなどが大空を舞いました。受賞者は次のとおり。

＜子供の部＞　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
●最優秀賞　井上峻　●優秀賞　堀之内一就・堀本道代

●アイデア賞　堀本清美・堀之内満子・新本恵美子　●デ
ザイン賞　岩本みのる・大内田綾子　●努力賞江藤美由紀
＜一般の部＞

●最優秀賞　井上鍵史　●優秀賞　江藤力　●アイデア賞

堀本みのる　●デザイン賞　岩本徳弘



寡

福岡県知事・県議会議員と町議会議員

の任期は、今年4月で満了します。

これに伴う選挙の投票日が、県知事・

県議会議員は4月7日、町議会議員は

4月21日に決まりました。

選挙のおもな日程は、次のとおりです。

未来をたくす大切な一票です。

棄権のないよう投票しましょう。

選 挙 の お も な 日 程

晶8 4 昌毒殺8 4 芸　 ※筆役 3 昌翁晶昌遺品昌毒
票時月傾　 場時日傭出な立記場月傾満票　 議票　 知
日30 16捕示三30 9 補席 ど候用三27補金目示会Ｅ目元事

分白眉　 〇分日届 もを補具〇日予議　　　 議　　　 運
侶 速 射 接 一極 宗縞 漂壷去奉書羞昌昌羞昌昌苦

21時　 付16議時　 前で 。出か議午説挙 7 29挙 7 18
日　　　　　 日室　　　 毒す代のん室後明＼／日　日＼／日　日
盲　　 套　　 査 0窯叢蒙　 孟会　 垂至　 車重

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

∧
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
∨

昭
和
四
十
六
年
四
月
八
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
二
年
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
に
転
入
届
け
を
し
、
引
き
続

い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

県
内
の
市
区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、
引
き
続
き
県

内
の
他
の
市
区
町
村
に
一
回
だ
け
住
所

を
移
し
、
ま
だ
新
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

∧
町
議
会
議
員
選
挙
∨

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
十
二
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
三
年
一
月
十

五
日
ま
で
に
転
入
届
け
を
し
、
引
き
続

い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

ま
孟
子
ね
工
、
最
近
訳
姉
ち
ゃ

ん
が
ら
い
い
話
を
聞
い
た
ん
だ

よ
。

口
座
振
替
っ
て
い
っ
て
ね
、
な

ん
紀
も
し
な
く
て
も
銀
行
や
郵

便
局
が
や
っ
て
く
れ
3
ん
だ
っ

て
。
つ
Ｊ
り
や
ー
便
利
だ
ね
工
。

つ
Ｊ
れ
が
ら
、
ま
3
号
が
教
え
て

あ
げ
る
が
ら
、
よ
ー
く
聞
い
て
ね
。

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
「
印
か
ん
」
を
持
っ
て

役
場
一
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
指
定
病
院
に
入
院
中
の

人
は
、
そ
の
病
院
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

敵 儒
心 う わ 払 柿 3

な つ に い ち 子

．の か 現 に や0 り 全 行 ん へ
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統－地方選挙の

新規登録者の選挙人名簿を
お見せします。（選挙人名簿の縦覧）

予 告 離 京 鳥 海 筒 音 ；薄 Ｖよノｍｍ ノノ甜翔ノ弧霞憲遠来章澤幣慰燃 石 打 だ＿＿軒 好潤 ．、．、や、．堤等浩．豆くさ、ジ基照 ＿′告ぎ

県　 知　 事 3 月18日～ 3 月19 日 住 民生 活課

仙 8 ：30～拙 5 ：00 会　 議　 室

県 議 会 議 員 3 月2 9日～ 3 月30 日 住民生 活課
旭 8 ：30～甑 5 一拍0 会　 議　 室

町 議 会 議 員
4 月16日～ 4 月17 日 役　　　 場

仙 8 ：30～Ｐは5 こ00 1 0 1 会議室

【
不
在
者
投
票
の
期
間
】

∧
県
知
事
選
挙
Ｖ

3

月

1

8

日

～

4

月

6

日

∧
県
議
会
議
員
選
挙
Ｖ

3

月

2

9

日

～

4

月

6

日

∧
町
議
会
議
員
選
挙
Ｖ

4

月

1

6

日

～

4

月

2

0

日

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
8
時

3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
　
詳
し
い
こ
と
は
、

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
℡
2
0
1
局

4
3
2
1
番
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
口
座
振
替
っ
て
い

う
の
は
、
大
変
便
利
な
も
の
だ
ね
ェ
。

寒
い
日
や
暑
い
日
、
雨
の
日
、
雪
の

日
に
わ
ざ
わ
ざ
銀
行
に
お
金
を
持
っ
て

行
く
の
も
い
や
だ
し
、
お
金
を
持
っ
て

歩
い
て
い
る
と
、
う
っ
か
り
置
き
忘
れ

た
り
、
落
と
し
た
り
、
そ
れ
に
支
払
い

日
を
忘
れ
た
り
…
。
税
金
な
ん
か
は
、

支
払
い
が
遅
れ
る
と
督
促
料
や
延
滞
金

な
ん
か
払
わ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
ん

だ
。
あ
ー
あ
、
い
や
な
こ
っ
た
。

「
早
い
こ
と
、
手
続
き
す
る
に
限

る
。
と
、
ま
る
子
は
考
え
て
い
る
Ｌ

（
ナ
レ
ー
タ
ー
の
声
）

口
座
振
替
は
、
私
み
た
い
な
人
に
は

ぴ
っ
た
り
だ
ね
ェ
。

手
続
き
は
、
簡
単
、
簡
単
。
次
の
と

こ
ろ
で
手
続
き
す
る
ん
だ
っ
て
。

●
遠
賀
信
用
金
庫
・
福
岡
銀
行
・
西
日

本
銀
行
・
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
・
遠
賀
郡

農
協
の
本
、
支
店
・
郵
便
局
（
国
民
年

金
保
険
料
は
で
き
ま
せ
ん
）

そ
う
そ
う
、
み
ん
な
が
混
乱
し
な
い

よ
う
に
、
四
月
か
ら
振
替
日
が
、
毎
月

二
十
五
日
に
統
一
さ
れ
る
ん
だ
っ
て
。

で
も
、
残
高
不
足
だ
と
振
り
替
え
で
き

な
い
か
ら
、
二
十
四
日
ま
で
に
必
ず
入

金
し
て
お
い
て
ね
。
振
り
替
え
は
、
税

金
の
ほ
か
に
、
使
用
料
や
保
険
料
も
、

や
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
詳
し
い
こ
と
は

次
の
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
よ
。

よ
ー
く
見
て
ね
／

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二
十
歳

以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
全
員
加
入
し

ま
す
。
例
外
と
し
て
、
二
十
歳
以
上
の

学
生
は
、
こ
れ
ま
で
任
意
加
入
の
た
め

ほ
と
ん
ど
が
未
加
入
で
し
た
。

こ
れ
が
今
年
の
四
月
か
ら
、
学
生
も

必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
在
学
中
に
障
害
者
と
な
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
。

㊥
学
校
を
卒
業
し
て
加
入
し
て
も
、
加

入
年
数
が
四
十
年
に
満
た
な
く
、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
学

生
も
加
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

種 類 ｌ振替日】振替ができない場副 申し込み期限 ｌ問い合わせ

税　 金

在職県東税
②固定資産税

親

謡猿輝準鋸 覆

いません。

毎月25］までの申

、払込みは翌微妙説
26日以降の申し込

税∵務　 課
納　 税 、係

①軽昏動車載 徳目納付書を
みは翌々月からの

内線

116 ・1174蟄民 送付します。
健康探検我 期 振準に詣ります。

水道使用料

月
の
25 翌月の25．8 に

毎月20日までの申

し込みは翌月から、
水　 道 ．課
管　 理　 係

内線 ・
131 ・132

日 再度振替を行・封琶以降の申し込

少で？＼
休土
業潅

います。 み應翌々月からの

輝哲になります去

住宅使用料

室姜

翌月の25日に

毎月20日までの申

し込みは翌月から、
住　 宅　 課
牽　 埋　 係

内線

・253 ｈ254

自動車駐車
血

蕊　こコ十十’
再度据善を行 21日以降の申し込

場使用料 います。 みは翌々月からの

振執妄なります。

国民年金 ．

業業
日日
苓ふよ〆

再庫振替は行
毎月15日までの申

寝込みは翌翔から、
16日出陣の申し込

みは翌々月からの
振替になります。

健康対策課
かませ痴6 、、．． 国保年金係

保障料 後日納付書を

送付します。

内線
146 ・147



健康づくりシリーズ⑱

お
酒

の
知
識

あ
れ
こ
れ

今
月
は
、
お
酒
の
は
な
し
第
2
弾
を
、
遠
賀
保
健
所
の
保
健
婦
、
田
中

京
子
さ
ん
（
水
巻
担
当
）
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新
年
会

と
、
お
酒
と
つ
き
合
う
機
会
が
も
う
そ

ろ
そ
ろ
終
っ
た
か
な
、
と
思
う
間
も
な

く
ま
た
お
酒
。
何
か
に
つ
け
て
飲
酒
の

場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
で
も
、
適
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
、

く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
つ
く
り
、
人
間
関
係

を
円
滑
に
す
る
効
用
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
、
い
っ
た

い
何
で
し
ょ
う
か
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
薬
理
学
的
に
い
う

と
、
麻
酔
作
用
を
持
っ
た
薬
物
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
状
態
で
生
じ
る
様
々
な
心

身
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し

末
端
の
血
管
を
ひ
ろ
げ
て
、
血
の
め
ぐ

り
を
よ
く
し
ま
す
。
ま
た
、
心
理
的
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
体
の
中
で
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

飲
ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
胃
で
吸
収

さ
れ
て
血
液
中
に
入
り
、
数
分
の
う
ち

に
全
身
に
浸
み
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
多
く
摂
り
過
ぎ
る
と
全
身
に
様
々

な
障
害
を
起
こ
し
ま
す
。
特
に
肝
臓
の

障
害
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
女
性
や
未
成
年
者

の
飲
酒
が
増
え
て
い
ま
す
。

女
性
は
男
性
に
比
べ
、
短
い
期
間
で

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
や
す
く
、

妊
娠
中
だ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
ア
ル
コ
ー

ル
漬
け
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
未
成
年
者
が
飲
酒
を
認
め
ら

れ
て
い
な
い
の
は
、
肝
臓
で
の
ア
ル
コ

ー
ル
分
解
力
が
弱
く
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
な
り
や
す
い
た
め
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
脳
の
細
胞
を
破
壊
し
て
い
く

た
め
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
お
酒
が
強
い
と
、
肝
臓

も
強
い
と
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
誤
り

で
す
。
強
い
弱
い
は
遺
伝
で
す
か
ら
、

生
ま
れ
つ
き
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

体
の
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
肝
臓
で

分
解
さ
れ
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
い

う
物
質
に
変
化
し
ま
す
。
こ
の
物
質
が

体
内
に
増
え
る
と
酔
っ
て
き
ま
す
。

ｒ

し
か
し
、
肝
臓
に
は
、
こ
の
物
質
を

分
解
す
る
酵
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
酵

素
を
遺
伝
的
に
多
く
持
っ
て
い
る
人

が
、
お
酒
に
強
い
人
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
お
酒
に
強
い
弱
い

は
、
肝
臓
の
働
き
に
は
、
何
の
関
係
も

あ
り
ま
せ
ん
。
肝
臓
の
障
害
は
、
ど
う
も

飲
み
過
ぎ
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
送
別
会
や
歓
迎
会
な

ど
と
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
お
酒
を
「
百
薬
の
長
」
と
し
て

上
手
に
つ
き
合
う
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は

量
と
時
間
を
配
慮
す
る
こ
と
で
す
。

次
の
項
目
を
守
り
、
お
酒
に
か
飲
ま

れ
な
い
″
上
手
な
飲
み
方
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

①
適
量
を
飲
む
。

⑧
週
に
二
日
は
休
肝
日
。

⑧
マ
イ
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
飲
む
。

④
食
べ
な
が
ら
飲
む
。

⑤
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
飲
ま
な
い
。

⑥
深
夜
は
飲
ま
な
い
。

⑦
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い
。

医療費の

義幸亨醇を
●お医者さんにかかったときの医療費が

増え続けています。

医療技術の高度化や、治療期間が長い

成人病の増加、医療費の改定などが、そ

の理由です。

医療費が増えることは、健康水準が向

上してきた印です。Ｌがし医療費が増え

ると、国保の財政が苦しくなり、保険税

の引き上げや私たちの負担増を招きます。

そうならないた似こも、次のことに心

がけましょう。

（力家族ぐるみで健康づくりをしましょう。

②健康診断を受けましょう。

③重複受診はやめましょう。

④診療時間内に受診しましょう。

⑤薬ねだりはやめましょう。

⑥家庭医をもちましょう。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
◆
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

口碑白むＳ回田・‥④
●ワ0歳以上の人は老人保健で．′

70歳（一定の障害がある人は65歳）に
なれば、国民健康保険や職場の健康保険
に老人保健法が加わり、医療を受けるこ
とになります。これは、被保険者や被扶

養者も同じです。

●お医者さんにかかるとき
病院や診療所の窓口に「医療受給考証」

と「保険証」を提出して診療を受けてく
ださい。

●窓口で支払う一部負担金

1 月　 800 円

重

触

各医療機関ごとに毎月最初の診療日に支払いま
す。総合病院では各診療科日ごとに支払います。

′；鉦‾
1 日　 4 00 円

住民税が非課税で老齢者福祉年金を受けている
人は、18 300円（2が月間を限度）を支払います。

●老人保健の取扱窓口

老人保健の取り扱いは、すべて役場の
国保年金係で行います。

70歳からの

医療です。

′、



4月から

スポーツ教室が
強まりま坑

教育委員会では、生涯教

育の一環として、4月10
日から10回のコースに分

けて、春の健康スポーツ

教室を開きます。3月20

日から教育委員会社会教
育課で受け付けます。ふ

るって応募ください。

ｍ 寮 紡 議 長 かき

、こなだ鮎 澤 難 字 緊 藻 澤 緊 黒 黙 諾
撥営薫深謀 半群圭捗窯

嘉 漂 整 理 ㌍ 難 藩

硬 式

は じ め て ラ

ケ ッ ト を 手

に す る 人 の

4 月 用 Ｂ か

ら 相 国 コ ー

ス

毎 週 水 曜 日

午 前 柏 崎 ～

1 2 時

水 巻 町 民 成

人 の 男 ・女

合 計 4 0 名

総 合 運 動 公

園 テ ニ ス コ

ー ト

吉 日 紀 郎 氏

ほ か

健 康 対 策 課

職 員

㌦ 0 8 8 円

；義 一ミ＿ 十Ｉ

ミヲ

テ ニ ス 硬 式 テ ニ ス

の 基 礎 と 健

康 相 談

ござく

表 芸
㍊高嶺ミこき ニ・思ー′ノｒｍ ｉ

● 申 し 込 み 受 け 付 け は 、 3 月 2 8 日 か ら 社 会 教 育 課 で 行 い ま す 。 先 着 順 で す 。 定 員 に な り し

転・‾、・　 だ い 締 め 切 り ま す　 電 話 で の 受 け 付 け は い た し ま せ ん 。 受 講 料 を 持 参 し て く だ さ い 。

；‘‾‾，莞∬

証

ｌ一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0

● 昨 年 の 受 講 者 は ご 遠 慮 く だ さ い 。　 ● ラ ケ ッ ト と テ ニ ス シ ュ － ズ を 用 意 し て く だ さ い 。

、＿＿‾－ン．‾′・ｒ

；こ；こ薫 蒸 照 覿

葵繋
誉焉器菊治喜誉ポ繋

4 月 1 8 日 が

バ ド ミ ン ト　 ら 相 国 コ ー

パ ド ミ　 ン の 基 礎 ・ ス

ン ト ン　 実 践 と 健 康　 毎 週 水 ・士

相 談　　　　 曜 日　 午 前

拍 醇 や 骨 時

水 巻 町 民 成

人 の 男 ・女

合 計 5 0 名

水 巻 呵 町 民

体 育 館 （ア

ピ ロ ス 前 ）

昭 体 育 籍 導

員 ほ か

健 康 対 策 課

職 員

5 0 0 円 ∴．．、一週圏照準翠輝閑雲

● 申 し 込 み 受 け 付 け は 、 3 月 2 8 日 か ら 3 8 日 ま で 社 会 教 育 課 で 行 い ま す 。 電 話 で の 受 け 付 け

は い た し ま せ ん 。 受 講 料 を 持 参 し て く だ さ い 。

カとヒ

握　　　　　　　　　 ぎ
Ⅵ琴頚塑鰐帯欒・▼・・・1こ‾き－ こ　 撃　 萱 、こＥ．ン

む．．
◆ フ ケ ッ ト を 鍔 思 し て く だ さ い ？

ナイススマッシュで気分そう快
2月10日、町民体育館に中学生から成人まで52人が参加

して、水巻町卓球選手権大会が開かれました。熱戦の結果

は次のとおりです。

●男子Ｓ＝Ａ級①三浦理図務⑧安藤秀和　Ｂ級①中野泰孝

⑧郷内繁　●女子Ｓ＝こＡ級①緒方祐子⑨船津勝子　Ｂ級①

佐田ミチヨ　●ベテランの部①森安寿枝⑧川崎絹枝　●男

子Ｗ①堀本・的場組④安藤・深川組　●女子Ｗ①森安・佐

田組⑧辻・江口組　●混合Ｗ①安藤・船津組⑧佐藤・緒方組

十　　　　一∴

頃末水泳が大書闘遺志鷲等芸ン

遠賀郡生涯スポーツ・マラソン駅伝大会が2月11日、小

学生から成人まで250人の参加で行われました。水巻吋石

上位入賞者は次のとおりです。（敬称略）

表マラソン男子●小学生1・2年⑧小林昌太郎⑧後田津佑

●3・4年⑧後田光広　雷マラソン女子●小学生1・2年

⑧伊藤信子⑧副島佐和子●3・4年⑧芳質素知子　■駅伝

●小学生女子⑧頃宋水泳Ａ●中学生女子⑧水巻南中学校

ｌ
ｌ
－
鵜
　
鵜



現
在
の
国
民
健
康
保
険
証
（
緑
色
）

は
、
3
月
3
1
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
（
桃

色
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
切
り
替
え

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
切
り
替
え
に
必
要
な
も
の
　
①
保
険

証
と
印
か
ん
　
㊥
遠
隔
地
被
保
険
者

は
、
㊥
の
保
険
証
　
⑧
遠
隔
地
の
学

生
は
、
㊥
の
保
険
証
（
引
き
続
き
⑳

βと　き　3月14日（木）

13：30～14：45

βところ　遠賀保健所

β対　象1歳6か月児～3歳児

β内　容　①むし歯の話　②子供の

食生活（試食）③正しい歯の磨き

方　④むし歯になりやすさテスト

⑤フッ素洗ロ　⑥小児・矯正歯科

相談

β問い合わせ　役場健康対策課

、戦讃′鞋ギノユノミ　　　　　　　　　ｒノア扮Ｖ、

亭薄饗遊泌磁海㌫蒲電磁溢定藩尋蹟遊言木鉢みて
ジへノー喜音残隼掠業滋養彰湾東芝葦苦渋簗賛辞教※苺繋幸先羨数※賛辞隼ホ藷先諒

月 ・白 ｌ 地　 区　 名

立屋敷 ・伊を唾 ・み

ずほ団地 ・二 ・二母

午前
。地 ・不二 ・澤二喝住 ・

入江興産社宅 ・林住 、

3 月 2 6日 宅 ・サニーニュータ

（火 ‡ ウン

吉田＋ ・吉田二 ・吉

午後
四三 ．票田団地 ・梁

ロ団地 ・緑風薗団地 ・

美吉野団地 ・宮尾台

頃末 ・みずまき苑 ・

午前
松栄荘団地 ・椒 ・高

3 月 2 7 日

（水 1

庵画地字義賀＋薪雀

街 ・梅 ノ本憧地

午後

高松団地 ・樋口 ・猪

熊 ・猪熊呵住 ｔおか

取替宮部郵却軒妻

●
保
険
証
の
返
納

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
、
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
主
か
ら
は
、
保

険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
世
帯
に
老
人
医
療
な

ど
を
受
け
る
人
が
い
る
場
合
は
、
別
に

保
険
証
を
渡
し
ま
す
。

●
資
格
証
明
書
の
交
付

保
険
証
を
返
し
て
も
ら
っ
た
世
帯
主

に
は
、
代
わ
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
渡
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
診
療
費
は
あ
と
で
払
い
買
し

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
で
診
療

を
受
け
る
場
合
、
診
療
費
の
全
額
は
一

時
本
人
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
本
人
が
国
保
に
請
求
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
負
担
分
の
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
、
払
い
戻
し
を
受
け
た
金
額

を
全
額
、
滞
納
保
険
税
に
あ
て
て
い
た

だ
き
ま
す
。

少 零 時 ！曇館主　 、
蟻 蕾 り ま す 缶

● 少 年 教 室 の 学 習 内 容

Ｙこてべニ

！・が　　 撼肯＿－

回　■帯ｊｌ院ｌ…ｊ三ｌ＝■■闇ほ■ＳＳＳＳとヨＳＩＲ萱■■む瀾漢莞 ′．示．　　　　　 紺　 …ニーここ、こ涼・

1 4 月14日 日 開講式
也　　　　　　　　　 ・こぶニＨ　　　　　　 こ男遥茫鞘税

・骨髄・．・．　　　 ｎ…・・．．Ｂｘ′1梢．．グ

、2
6 月 8 8

6 月9 日

．土

、8

野外調畢東黍単葉±憂湊憂
冊

敬　 一．、 ，こ．田．・．．．．．．－．■ｒここ．・・・・．∴むここ．※：こ・ニ・・・・ここ・ここ．ニこ
こ・・ニ・・ン雌 ．担三三煎・ンここ

3 7 月 7 日 日 レク リエーシ ョン
こここここ、‾－‾やこ．－ムここ‾こここここ；ここ学報

キ ャ ン プ あ り 、楽 し い 陶 器 づ く

リ あ り 、 『少 年 教 室 』 が 今 年 も 開

4 7 月29日 月 毎 粟 疎 蝉 画 質

5
8 月 3 日 士 キャンプを通 じてコミュ二

8 月4 日 日 ケー シヨン 、野タト調理 か れ ま す 。 君 も 参 加 し て み ませ ん

が 。

♭研 修 期 間　 4 月 か ら来 年 3月 ま で

♭参 加 で き る人　 小 学 校 5 年 生 ・

6 年 生 と 中学 生 の 男 女 。応 募 多

数 の 場 合 は抽 還 し ま す 。

6 1旺 柑旧 日 ヨガ卦室

ワ 12月 8 日 日 しめなわつくリ

8 1 月19日 【］ 軸 薮 練 や 圭

9 2 月 9 日 日 社会見学 （スケー ト）

10 3 月8 日 Ｉ 日
今年度の反省 と、

来年度ぬ抱負 ♭申 し込 み 先　 3 月 3 1日 ま で に 町

教 育 委 員会 へ 。※上記日程と学習テーマは事情により変更することがあります。



ｒ
腋

遠
賀
保
健
所
で
は
、
毎
年
一
回
「
精

神
障
害
者
家
族
の
集
い
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
堤
病
院
精
神
科
医
の

堤
誇
喜
先
生
を
招
い
て
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
2
2
日
（
金
）
午
後
1

時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所

●
テ
ー
マ
　
「
私
が
教
え
て
も
ら
っ
て

き
た
患
者
さ
ん
た
ち
」

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
人
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
場
合
は
、
教
育
費
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助
を

受
け
て
い
な
い
人

⑧
生
活
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
要
保

護
者
と
同
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
人

⑧
特
に
補
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人

●
申
請
書
受
付

在
校
生
…
…
3
月
3
0
日
ま
で

新
一
年
生
…
4
月
1
2
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
申
請
手
続
き
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
援
助
は
、
一
年
間
の
み
の
も
の

で
す
。
平
成
二
年
度
に
援
助
を
受
け

た
人
で
、
平
成
三
年
度
も
引
き
続
き

援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
し
な
い
と
、

援
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

保
健
所
で
は
、
四
月
か
ら
始
ま
る
食

生
活
改
善
推
進
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
開
催
期
間
　
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
、
毎
月
一
回
（
原
則
と
し
て
第
三

金
曜
日
）

●
講
習
場
所
と
時
間
　
遠
賀
保
健
所
で

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

●
テ
キ
ス
ト
・
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
は

県
か
ら
配
布
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

●
申
し
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係

※
1
0
回
以
上
受
講
し
た
人
に
は
終
了
証

書
を
交
付
し
ま
す
。

♂ポチ君の大嫌し喝注射が
．．‥　　 始 ま り ま す 。

－　ｔ

各 地 区 の 日程 表 莞慧ふ 4 ，64 0円

澄滋謬撃監蕊翫義議
♂　 ポ チ事 へ　 Ｑ

君にとって1 年のうちで

一番嫌いな注射が始まリ
ます。その日は右の表の

とおりです。

忘れないでネ。

く才　　　　　　　　　 申
お 家 の 人 へ

年1 回の犬の登録と狂犬

磯

4 ／1

（月）

二　 公　 民　 館

10：00～10：50

立屋敷公民館

1 ：30～2 ：00

下 二 公 民 館
11：00・～11：30

みずほ公民館

2 ：10～ 3 ：00

4 子2

豆駁「

高尾団地公援館
10ニー00（－10：50

伊左座公民館

信望0・～ 1 ：48

業苦‾寮公 民館

・紆減軽11：39

養ぶり公涜密
湖 ヤ告弧

4 ／3

（水）

古 賀 公 民 館
10：00～10：40

吉田の－公民館

1 ：30～ 1 ：50

猪熊町住公民館 樋 口 公 民 館
病の予防注射は、必ず受

けてください。飼い主の

マナーによって、何の罪

もないポチ考たちが隣近

所のトラブルの原因にな

っています。放し飼いは
やめて規則正しい散歩や

運動をさせてください。

10：50～11：30 2 ：20～ 3 ：00

・接 声 粒

子木〕

．畜葺のこ公廃館
圭9・郊無駄 ‾　‾

猪 熊、公 務靡
樟鶉豆告肺 ．′

溝 位め芸蓑競館 、

、つロ、掬 杢腑 38

．車 巣 公 展 風

、告祁・～ 、課

※上の日程で漏れた犬は、次の予備日程があります。

4 ／2 5
みずほ公民館 猪 熊 公 民 館

フンの始末も飼い主の手 10：00′－10：30 1 ：30～2 ：00

でお願いします。 （木 ） 吉田の二公民館
10：50～11：30

中 央 公 民 館

2 ：20～3 ：00

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
シ

ル
バ
ー
能
力
活
用
事
業
の
就
労
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
6
0
歳
を
過
ぎ
た
人
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
登
録
中
の
人

も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
申
込
資
格
　
①
町
内
に
住
み
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
6
0

歳
以
上
の
人
　
㊥
特
技
や
技
術
が
な

く
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
仕
事
内
容
　
川
除
草
作
業
　
は
大
工

佃
植
木
せ
ん
て
い
な
ど
　
用
河
川
敷

公
園
管
理
　
用
総
合
運
動
公
園
管
理

㈹
東
水
巻
駅
前
公
園
管
理
　
の
ク
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
管
理

●
募
集
期
間
　
随
時
募
集

●
申
込
方
法
　
申
込
書
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
。
印
か
ん
を
持

っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
み
ず
ほ

●
頃
末

●
吉
田
三

●
下
二

●
頃
末

●
頃
宋

故
・
白
石
　
左
内
様

白
石
　
豊
子
様

故
・
縄
田
　
久
助
様

縄
田
　
功
久
様

故
・
加
茂
オ
ト
チ
ヨ
様

加
茂
　
秀
美
様

故
・
笹
田
　
為
市
様

笹
田
　
勇
　
様

故
・
栗
木
ハ
ナ
子
様

栗
木
　
暗
別
様

故
・
中
西
　
借
　
様

中
西
キ
ミ
エ
様



・六王寺人

町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
…

ど
ん
ど
ん
発
言
す
べ
き
で
す

大
学
教
授
　
尾
道
建
二
㌔
（
梅
ノ
木
団
地
・
4
4
歳
）

●
八
幡
駅
前
再
開
発
な
ど
街
づ
く
り
を
ア
ド
バ
イ
ス

！
ポ．．ン

Ｋ

章

バ

、 滋彗こ‾‾ここここさ

・－ふ さ　‾ここ毒裏声
鑑 ・、：‾！

今 年 の 卒 業 設 計 に は 水 巻 駅 再 親 発

計 画 の 模 型 も 製 作 さ れ た （手 前 ）

北
九
州
市
の
街
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
窪
築
は
雑
学
で
す
よ
」
と
に
こ
や

か
に
語
る
の
は
九
州
共
立
大
学
建
築
学

科
の
教
授
、
尾
道
建
二
さ
ん
。

学
生
に
設
計
・
製
図
と
建
築
史
を
教

え
る
か
た
わ
ら
、
北
九
州
市
の
町
並
み

デ
ザ
イ
ン
委
員
会
の
委
員
を
引
き
受
け

て
い
ま
す
。
景
観
地
区
指
定
の
審
議
を

し
た
り
、
建
築
文
化
賞
や
緑
の
街
角
賞

の
審
査
を
し
た
り
と
、
尾
道
さ
ん
の
仕

事
は
北
九
州
市
の
町
づ
く
り
に
深
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
尾
道
研
究
室
は
江
戸
時
代
の

長
崎
街
道
の
宿
場
町
「
本
屋
瀬
」
の
住

民
四
百
六
十
九
世
帯
を
対
象
に
、
町
並

み
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
建
築
と
か
都
市
計
画
と
い
う
も
の

は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
ど

う
患
っ
て
い
る
か
が
非
常
に
大
切
で

す
」
と
尾
道
さ
ん
。
調
査
の
結
果
「
町

並
み
を
残
し
た
い
」
と
答
え
た
人
が
八

割
を
超
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

水
巻
駅
再
開
発
の
模
型
も

製
作
し
て
み
ま
し
た
。

尾
道
さ
ん
は
八
幡
駅
前
の
再
開
発
計

画
に
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
老
朽
化
し
た
建

物
を
建
て
替
え
国
際
性
を
持
っ

た
街
並
み
を
つ
く
る
こ
と
で
駅

前
を
活
性
化
し
ょ
う
と
い
う
も

の
。
昨
年
、
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
基
本
計
画
案
の
作
成
に
も

加
わ
り
ま
し
た
。

「
今
、
お
も
し
ろ
い
も
の
を

作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
あ

見
て
く
だ
さ
い
」

そ
う
言
い
な
が
ら
研
究
室
の

テ
ー
ブ
ル
に
広
げ
ら
れ
た
の
は

「
水
巻
駅
再
開
発
計
画
」
の
模

型
で
し
た
。

そ
れ
は
尾
道
研
究
室
が
卒
業
設
計
の

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
構
想
を
練
り
上

げ
、
独
自
に
製
作
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
水
巻
駅
の
玄
関
を
南
側
に
つ

く
る
こ
と
。
次
に
線
路
の
南
側
に
東
西

に
走
る
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
。
そ
れ

か
ら
、
駅
と
役
場
庁
舎
の
連
続
性
を
考

え
る
こ
と
。
そ
し
て
駅
の
周
辺
に
高
層

住
宅
を
建
て
る
こ
と
。
こ
の
四
つ
が
設

計
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
駅
の
周
り
に
高
層
住
宅
を
建
て
た

ら
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。
日
の

里
団
地
よ
り
便
利
で
し
ょ
う
。
土
地
を

有
効
利
用
す
る
た
め
に
も
密
度
を
上
げ

る
べ
き
で
す
ね
」

と
、
力
説
す
る
尾
道
さ
ん
。
町
づ
く

り
の
構
憩
は
次
々
に
広
が
り
ま
す
。

「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
。
将

来
の
町
づ
く
り
を
真
剣
に
考
え
る
人
が

ど
ん
ど
ん
発
言
す
べ
き
で
す
。
町
の
活

性
化
は
駅
前
の
再
開
発
だ
け
で
は
な

く
、
東
水
巻
駅
周
辺
や
、
北
九
州
市
の

研
究
学
園
都
市
構
想
を
に
ら
ん
で
、
町

の
北
部
と
遠
賀
川
の
河
川
敷
を
ど
う
す

る
の
か
と
言
う
こ
と
が
、
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
」

一問ノ

細
「
あ
れ
っ
、
今
月
は
薄
い
ね
え
。
お

知
ら
せ
版
や
な
い
と
？
」
　
－
　
先
月
号

を
発
行
し
た
と
た
ん
、
何
人
か
に
こ
う

言
わ
れ
ま
し
た
。
事
情
が
あ
っ
て
特
集

が
組
め
な
か
っ
た
の
で
す
。
読
者
を
裏

つ
ち

切
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
、
辛
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
月
号

は
頑
張
っ
て
水
巻
駅
の
特
集
を
組
み
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
朝
か

ら
晩
ま
で
取
材
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら

駅
の
待
合
室
で
出
合
っ
た
人
か
ら
「
私

は
毎
月
広
報
が
来
る
と
を
楽
し
み
に
し

と
る
よ
。
最
近
の
は
全
部
と
じ
て
持
っ

と
る
け
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

た
い
三
一
日
で
し
た
。
　
　
　
（
野
口
）

細
微
弱
な
が
ら
、
水
巻
駅
の
動
き
を
探

っ
て
み
ま
し
た
。
二
月
十
四
日
、
人
事

係
の
若
手
二
人
を
引
っ
ぼ
り
込
ん
だ
広

報
取
材
班
四
人
組
は
、
早
朝
の
水
巻
駅

へ
乗
り
込
ん
だ
。

Ｑ
ｌ
「
ど
こ
か
ら
釆
ま
し
た
か
」
9

2
「
ど
こ
の
駅
ま
で
行
き
ま
す
か
」
こ

の
二
つ
を
利
用
者
に
質
問
。

午
前
七
時
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
駅

は
に
ぎ
わ
い
だ
し
た
。
ピ
ー
ク
の
七
時

°

　

°

四
十
分
ご
ろ
、
質
問
の
ザ
ル
の
目
は
、

広
が
る
ば
か
り
。
ア
ン
ケ
ー
ト
取
材
の

限
界
を
感
じ
た
四
人
組
は
、
開
き
直
っ

て
自
己
満
足
に
浸
っ
た
。
（
嶋
田
）

．
！
「
二
㌢
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